
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和6年3月30日（土)　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：佐藤　裕真
	赤坂
	加藤
	国光
	本川
	坂本
	松村
	田口
	城内
	佐藤
	菊地

	深
	○
	○
	○
	年
	年
	　年
	準
	○
	深

	菊池
	竹ケ原
	藤原
	矢幅
	大久保
	柳田
	土橋
	古川
	奥寺
	山之口

	欠
	休
	　準
	休
	　○
	西病棟
	○
	遅B
	○
	　準

	木村
	春日
	上野
	橘
	
	
	
	
	
	

	　休
	深
	業務
	休
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・感染症対策として環境整備を徹底してください。各自感染マニュアルの確認もお願いします。

＜入室状況＞
【転出】
・中居　敬悦様～東病棟Dユニット20号室→西病棟Bユニット24号室

＜患者様連絡事項＞
・長岡　明美様～主治医から本日11時にダントリウム静注施行するように指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放後暫くして他室侵入あり早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。各食全量摂取。故意に自室を汚す様子や気分で服薬スキップし自己調整あるが苛々感はなく穏やか。8：25ロキソプロフェンＮａ（60）1T内服。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。指示の点滴はスタンドを倒す、腕、下肢に力を入れ勢いよく振る等刺し替えにも興奮著しく5分としてジッとしていられず治療に拒否的。「ごめんなさい」と話しながらも女性スタッフに唾を吐く行為あり主治医口頭指示より食事摂取量と水補で対応。よほど点滴が嫌らしく抜去以降は女性スタッフでも食事・水補対応スムーズ。各食数口～全量摂取。日勤帯：in 540ml、out 400ml、排便付着。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～妄想・被害性による不穏・興奮なく日課を行えている。。引き続き措置解除へ向け支援していく。
